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１. はじめに

2020年の初め，湖北省武漢市で広がった新型コロナ

ウイルス感染症が急速に中国の全土へ拡大した．絶え

間ない努力から２ヶ月後，中国の感染状況は大幅に改

善された．世界的パンデミックの傾向と比較し，中国

の感染予防と拡大の抑制は世界的に見ても目覚ましい

成果を上げているが，今回の流行の発生に対する調査，

対応において，社区網格化管理の仕組みとICTの連携が

重要な役割を果たしている．

社区網格化管理の仕組みは，社区地域をさらに小さ

な地域に分割し，ICTを核として地域を管理しながら

住民に支援を提供する方式である．2013年，第18回中

国共産党中央委員会第３回会議で採択された「改革の

全面的深化における若干の重大な問題に関する中共中

央の決定」（以下「決定」）では，「網格化管理と社会

サービスを中心とし，草の根レベルで包括的なサービ

ス管理プラットフォームを改善する」という要求を掲

げた１）．社区網格化管理の仕組みは社区より小さなエリ

アで管理と支援機能を果たすことを位置付けた．その

後，全国の社区には社区網格化管理の仕組みが構築さ

れた．長年実践された社区網格化管理の仕組みは，今

回の公衆衛生の緊急事態への予防・抑制が期待されて

いる．　

また，2020年３月，習近平総書記は湖北省の新型コ

ロナ感染症の予防・対策を視察する際，社会ガバナン

ス能力の不足を補い，『ICT＋網格』の手段を活用する

という要件を前面に打ち出した２）．新型コロナウイルス

感染症の対応モデル「ICT＋網格」は，社区網格管理の

仕組みによって状況を包括的かつ詳細に把握するとい

う利点と，迅速かつ正確な分析を可能にするビッグデー

タ技術とSNS・アプリなどを組み合わせることで，新型

コロナウイルス感染症に対応する過程に重要な役割を

果たしている．

本稿では，コロナ禍において中国都市部社区の網格

化管理の仕組みの実施とICT活用による住民への支援実

態を分析し，その特徴を検討する．

２. 社区網格化管理の仕組みの概要

（1） 網格の用語

最初の網格（grid）という言葉は，パワーグリッド

（power grid）に由来している．網格という概念は1990

年代半ばに登場したもので，インターネット上に構築

された新興技術を表すコンピュータ用語として使われ

ていた．趙（2013:66）は網格の用語について，「もとも

とは，インターネットを利用して地理的に分散したリ

ソースを全体に接続し，最大限の情報共有を実現する

というインターネット上に構築された新興技術を表す
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コンピュータ用語だった」と説明した．その後「網格」

はコンピュータ用語として使われなく，井（2013:102）

によれば網格の概念が「デジタルと情報ベースの手段

を用いて，社区地域をさらに分割した小エリアの範囲

で，責任者を設けて，都市情報プラットフォームを通

じて，都市の連携と資源の共有を実現するために使用

されるようになった」と述べた．

（2） 社区網格化管理の仕組みの発展

2013年の中国共産党第18期中央委員会第３回全体会

議において，中央政府は初めて党のプログラム文書に

「社区網格化管理」を記載された．さらに「決定」によ

れば，「社区網格化管理」は新しいガバナンスの重要な

手段として規定された１）．その後，社区網格化管理の仕

組みは全国で実施されるようになる．また，中央政府

は社会を管理する方式を改善し，管理網格化とサービ

ス社会化を目指しながら，末端で「社区網格化管理情

報プラットフォーム」を完備することを提示した（劉

2019：36）．さらに，中央政府は社区地域への支援に焦

点を当て，「社区網格化管理と支援の仕組みを改善し，

社区網格化管理と支援を実施する」という要求をも掲

げ，草の根レベルでの地域として，地域管理や住民へ

の支援機能を担うことが期待されている３）．このように，

国の政策決定レベルでも社区網格化管理の仕組みに長

的に注目がなされ，草の根レベルでの網格化管理の方

向性への道が開かれたことにより網格化管理の仕組み

が急速に発展した３）． 

（3） 社区網格化管理の仕組みの実践

一般に，社区網格化管理の仕組みとは，社区地域を

300 ～ 400世帯ごとに網格に区割りする．１つの網格地

域に１人の網格長（責任者）を配置する．網格長は常

に担当網格を巡回し，網格地域の全てことを管理する．

住民の家を訪問することやSNSやアプリなどによって

住民のニーズを把握しながら，住民の困りごとを解決

する．網格長は収集した網格地域と住民の情報を社区

情報プラットフォームに入力し，情報を常に更新する．

このように，情報が速やかに把握され，サービスを住

民に身近なところまで届くようになった．また情報を

プラットフォームに共有することで，各支援主体が連

携することができた．　

長年の実践の後，網格化管理の仕組みは比較的成熟

した経験を蓄積している．特に情報技術，ビッグデー

タの急速な発展により，社区網格化管理の仕組みは社

会ガバナンスにおいて重要な役割を果たしている．

３. �コロナ禍における「ICT+網格」
の取り組み

（1） 「ICT+網格」モデルとは

2020年１月29日，中共中央紀律検査委員会の主導で

「関于貫彻中央部署要求，做好新型状病毒感染肺炎疫情

防控監督工作的通知」（以下「通知」）が発表された４）．「通

知」によると，新型コロナウイルス感染症の共同予防

と制御ために社区は動員能力を十分に発揮し，社区網

格化管理の仕組みを実践することが強調された．また

「集団予防と制御，安定した予防と制御，総合的な予防

と制御対策を効果的に実施し，ICTを有効的に活用して

『早期発見，早期報告，早期隔離，早期診断と早期治療』

を達成する」ことを求めている４）．このように，社区は

網格地域を基盤としICTを活用することによって疫病の

流入，疫病の普及，疫病の蔓延を抑制する責任を担当

することが強調された．

「家にいることだけでも国に貢献している」という

ロックダウンの対応策の中で，住民は以前のような自由

な社会行動ができず，社会的な移動が制限された．早

期発見・早期通報・早期隔離を実現するためには，住

民からの情報や流動人口の情報などを包括的かつ迅速



96 97

コロナ禍の中国都市部社区における「ICT＋網格化管理」モデルの実践／劉　鵬瑶

に収集することが非常に重要である．支援を提供する

側が住民にどのように情報を伝えるか，住民の健康状

態をどのように把握するか，一方で住民が生活上の困

難をどのように関係者伝えるかは，流行時には非常に

重要な課題である．そのため情報を把握するという意

味では，ICTは大きな役割を果たしている．

このICTの概念についての先行研究（呉2020；王

2021；鄧ら2020）を概観すると次のようにまとめるこ

とができる．

ICTとは，SNS，健康コード，情報プラットフォー

ムなどを用いて防疫する仕組みである．網格長は，ま

ず，WeChat（SNS）を使ってチャットグループを通して，

住民と直接コミュニケーションをとったり，情報の伝

達や，状況を把握したりすることができる．また，携

帯電話のアプレットや健康コードなどを通じて，住民

の具体的な健康情報・行動情報を把握することが可能

となる．その結果，各網格地域の網格長が収集した情

報を社区情報プラットフォームにアップロードするこ

とができる．各社区情報プラットフォームで集約され

た情報を市情報プラットフォームに集約して，都市の

ビッグデータを形成する．最後にこのビックデータに

応じて，統計分析表が自動生成され，管理者は現在の

市内の流行状況や指定病院の全体的な流行状況をリア

ルタイムで把握することができ，正確なデータ支援と

流行予防・防疫業務の情報支援を行うことができる．

（2） 「ICT+網格」モデルの実践

中国における疫病予防の過程において「ICT+網格」

の役割について，先行研究（王2021；呉2020；劉2020；

祝2020）を概観すると，疫病予防の過程では①「内部

不拡散」，②「予防と制御」，③「外部からの予防・対策」

という３段階に分けられ，それぞれの段階では「ICT+

網格」が役割を果たしたと提示した．

①「内部不拡散」の段階

新型コロナウイルス感染症の初期段階では，予防と

コントロールは「内部での予防と拡散」に重点が置か

れていた．この間，網格長がデータ収集の主役となった．

これをベースに，ビッグデータ技術をさらに応用する

ことで隠れた感染源をより正確に特定でき，感染経路

をより効果的に遮断できるようになり，社区内での流

行の拡大を強力に防止した．

②「予防と制御」の段階

第２段階において，的確な予防と制御の実施，秩序

ある仕事と生産の再開促進が焦点となっている．この

段階では，市政府や企業は，網格長が提供した基礎デー

タを収集してビックデータを形成し，それを包括的か

つ詳細に分析することによって，プラットフォームや

ツールを積極的に開発・活用して地域の流行のリスク

レベルを正確に把握し，個人の健康状態や感染リスク

を正確に把握することを目指している．このような緻

密な予防・管理措置により，中国はこの間，比較的速

いペースで流行を抑制し，生産と生活を再開すること

ができた．流行を予防・統制しながら，仕事と生産を

再開することを目指すという目標を達成し，新型コロ

ナウイルス感染症が経済に与える影響を緩和すること

ができたのである．

③「外部からの予防・対策」の段階

第３段階では，中国での流行のピーク後，世界各国

での流行の発生が新たな予防と制御が焦点となり，社

区が海外からの流入に対する最後の防衛線となってい

る．この時期，網格長は海外からの帰国者などの人々

の動きを把握し，関連情報を収集した．この情報によっ

て，社区は世帯データ，電話データなど，ビッグデー

タ分析を行い，その動的な変化をリアルタイムで把握

することで，社区網格化管理の仕組みとビッグデータ

を統合的に組み合わせる役割を存分に発揮するように

なった．「ICT＋網格」モデルにより，社区が新型コロ

ナウイルス感染症の流入を防ぐ最後の関門となること

に成功し，海外からの流入による国内での新型コロナ

ウイルス感染症の大規模発生には至らなかった．
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４. �コロナ禍での「ICT+網格」に
よる住民への生活支援

（1） コロナ感染についての情報収集

社区は主に地域の情報や発熱患者の発生を把握する

こと，受診しない住民に対しては在宅待機を管理する

ことを担った．また「社区衛生服務センター」は患者

と医療機関の中間に介在することで，受診をスムーズ

に行えている（飯島2020: ５）．ここで社区を基盤とする

新型コロナウイルス感染症に対応する全体的流れを説

明する（図１）．

図１によると，まず，毎日住民はWeChatやWeChat

アプレットを通じて，網格長に健康状態を報告する．

発熱や不快感などある場合は速やかに網格長に連絡す

る．

次に，網格長は，毎日住民から収集した情報をまとめ，

発熱や健康異常の住民，濃厚密接者を発見したら社区

に報告する．

そして，社区は感染症を疑われる方の情報をまとめ，

「社区衛生服務センター」に報告する．「社区衛生服務

センター」は，感染症を疑われる方々が指定医療機関

への受診を必要とするかどうかを判断する．必要な場

合には，社区が患者を当該医療機関への受診を調整す

る．また国の規定では，回復した患者を14日間自宅で

隔離することが義務付けられているため（国家衛生健

康委員会2020），退院した患者は自宅で隔離して社区

より管理する必要がある．受診を必要としない場合は，

自宅で隔離して観察し，社区より管理することになる．

図１　�社区を基盤とする新型コロナウイルス感染症

に対応する全体的な流れ（筆者作成）

（2） 網格長による住民への生活支援

社区は患者の受診調整や情報把握機能を果たすこと

だけでなく，住民への生活支援にも重要な機能を果た

した．中国吉林省長春市では，新型コロナウイルス感

染症の流行期に，「外部からの流入防止と内部からの拡

散防止」という要件を重視し，住民にサービスを提供

するための社区網格化管理の仕組みの強化を努めた５）．

長春市はコロナの予防と制御において優れた結果が得

られたため，長春市の具体的な実践を例にしてコロナ

の対応における１）人員配置，２）網格長による生活

支援について，説明する．

1）人員配置　

以前，長春市では，網格長一人で網格内の全てのこ

とを担当したが，コロナに効率的に対応できるため，

網格長，団地長，マンション長が構成した「三長」と

いう支援グループが結成された．マンション長と団地

長は網格長の仕事に協力する立場となる．「三長」の支

援グループはコロナの時期に主に３つ役割を果たして

いる（長春人民政府2020）．①情報収集，統合，フィー

ドバックを最大化すること，②住民のニーズや困りご

とをもっと効率的に対応できること，③緊急事態など
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問題を網格内で迅速かつ効率的に解決することである．

D社区の住民調査の結果によると「三長」の支援グルー

プの役割がますます認識されるようになってきた．

2）網格長による住民への生活支援の特徴

コロナの流行期に網格長による住民への支援に関し

て，筆者が収集した資料によれば，網格長が住民に生

活支援を提供する特徴として以下の３点が挙げられる．

それぞれの特徴と代表的な事例をあわせて説明する．

①住民の情報を頻繁に包括的に把握する．

事例１　新型コロナウイルス感染症が発生してから，

網格長Wさんは外来人口の情報の把握，流行防止など

の仕事を担った．Wさんは毎日午前中に１回，午後に

１回，それぞれ２時間程度で地域を巡回し，家庭訪問

を行った．このような仕事の状況は３ヶ月間続いてい

た６）．

事例２　住民は直接に「網格WeChatグループ」に困

りごとを反映することができ，網格長や担当者はすぐ

に回答を行い，支援を提供する７）．

このように，コロナの流行において，網格長が家庭

訪問やSNSで常時に住民の総合的な情報を収集している．

これにより，困りごとを早期に発見し，早期にサービ

スを提供することができた．そして，網格長は住民の

ニーズや困難を各支援主体に伝えるための媒介や区と

しての役割があると考えられる．

②住民への心理カウンセリング

事例３　コロナ流行中，網格長Hさんの管轄地域に

いる住民Bさんが在宅で隔離されている間，職を失うこ

とを心配していた．それを知った網格長Hさんは，Bさ

んとビデオ通話をして安心させた他，Bさんの勤務先に

積極的に連絡を取りながら在宅隔離証明書を出すこと

で，隔離が解除された後も，Bさんが仕事を続けられる

ようになった．コロナの時期に職場に戻れない住民が

多く，網格長が積極的に調整して在宅隔離証明書を発

行し，住民が安心して隔離できるようになった８）．

事例４　隔離された日々はまるで数年のようで，住

民Cさんは大きな心理的プレッシャーを受けていた．網

格長LさんはCさんのプレッシャーを和らげるために，

頻繁にビデオ電話をして，Cさんの話を傾聴し，生活の

難しさを理解することで，慰めた６）．

以上のように，網格長は，頻繁に家庭訪問を行うこ

とで，住民と最も近い距離で接触し，住民に一番信頼

されるサービス提供者と考えられる．またコロナ時期

に，自由に社会活動ができないことから，うつ病を抱

える人が多くなった．このような状況下で，住民は精

神的にストレスを感じるとき，網格長に声をかけるよ

うになる．網格長は，心理カウンセリングの機能も担っ

ている．

③いつでも住民の在宅隔離や行動不便による困りごと

を解決する．

事例５　網格長Yさんは地域を巡回する時，感染源地

域から戻ってきた３人の家族をに対して，在宅隔離を

勧めた．網格長Yさんは３人の家族に「何かございまし

たら，いつでも相談してください．どんな困りごとが

あっても，私たちは解決してあげる．」と述べた．網格

長Yさんは隔離している方々にマスク，アルコールなど

を送り，彼らの体調を把握したり，生活必需品を購入

したりする役割を担った．

網格長Yさんは野菜や米，果物，薬，本，日用品の

購入を代行したり，子どもたちにおもちゃを送ったり，

人気映画を住民に勧めたり，家庭ごみの片付けを１日

平均10回以上行ったりと，在宅隔離の住民が安心して

生活できるように支援している10）．

事例６　「Wさん，私は洗面用具がなくなったから，
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買ってきてくれないか？」お昼になって事務室に戻っ

た網格長Wさんに，住民から助けを求める電話がかかっ

てきた．ちょうどインスタントラーメンを食べようと

していたところだった．Wさんはすぐに近くのスーパー

に行き，買い物を代行した．「この住民は70歳の高齢者

で，７ヶ月の孫と一緒に住んでいる．感染される恐れ

があり，外出したくない．だからほしいものがある場合，

私に教える」Wさんは言った11）．　

事例７　2020年２月１日早朝，長春N社区の網格長Y

さんは，隔離している住民の携帯から「醤油と野菜が

もっと欲しいのですが，買ってきいただいてもよろし

いですか．よろしくお願いします」という「購入リスト」

を受け，すぐに買い出しに行った．長春市では，網格

長の多くが，隔離している世帯の「心理カウンセラー」

や「買い物代行」を行っている10）．

事例８　網格長Wさん自分の仕事について，「在宅隔

離の住民のために，食料品を買ったり，ゴミを捨てたり，

配達物を拾ったりするのはよくやった．ビールやバー

ベキューの買い物を代行したこともある．合理的なニー

ズであれば，できる限り応える」と述べた．またWさ

んは「『隔離された住民の生活を快適にさせたい』とい

うことを自分の目標として住民への生活支援を行った」

と述べた10）．

住民に協力してくれないときや理解してくれない時

の解決方法について，Wさんは「誠意をもって住民と

交流するのは最も効果的な方法である．何度もコミュ

ニケーションをとるうちに，住民はだんだん理解して

くれるようになる」と述べた10）．

在宅隔離期間中の住民は自由に外出できないため，網

格長がまるで彼らの「足」のように日々の生活をサポー

トする．事例で示したように，網格長が最も大切に取

り組んでいる仕事は，住民のために食料や生活用品を

購入することである．これにより，在宅隔離の住民や，

行動不便の住民の日常生活を確保することができる．

５. おわりに

以上のように，長年にわたって網格化管理の仕組み

を実践していたからこそ，公衆衛生の危機の中で，住

民が安心して生活できるように，迅速かつ効果的に情

報収集を行い，住民の問題を解決することができた．

新型コロナウイルス感染症に直面するとき，速やか

に制御しないと感染数は指数関数的に増加する．した

がって，劉（2020b：73）は「早期の判断，データ，情

報，資源は，流行予防と制御の決定的な要因となる」

と指摘している．「ICT+網格」モデルの実施は感染予

防の過程の①「内部不拡散」，②「予防と制御」，③「外

部からの予防・対策」という３段階で役割を果たし

た．一方，携帯電話の通信端末で，WeChatアプレット，

WeChatグループをツールとして活用することで，住民

は網格地域とつながった． 

ICTを活用して，①各網格のデータをビッグデータに

蓄積し，国の疫病予防に根拠を提供した．②人から人

への「接触なし」で情報収集された．「集会禁止，家族

訪問禁止，友人訪問禁止」という国の要求のもと，デ

ジタル手段の普及は，感染予防と制御を円滑に実施す

るための技術的な保証となった．

また，感染予防と制御のために，最も直接的で効果

的な対応は社区格網格化管理の仕組みによって人口移

動を管理することである．網格長，団地長，マンショ

ン長という「三長」の支援グループと社区党員，ボラ

ンティア，社会団体などを疫病予防チームに統合し，

感染予防と制御の総合力を形成している．

しかし，ICTは住民への生活支援の提供で限界がある．

そのため，網格長による①住民の情報を頻繁的に包括

的に把握すること，②住民への心理カウンセリング③

いつでも在宅隔離や行動不便の住民の困りごとを解決

することを行い，住民への生活支援を提供する．特に，
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ネットショッピングや携帯に苦手な高齢者や在宅隔離

住民に対して，網格長が買い物の代行サービスを提供

することで，住民の現実的な課題を解決していること

が明らかになった．
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